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市域の変遷
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月別人口動態（令和4年中）

人口ピラミッド（令和4年12月31日現在）
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  市民サービス課
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年齢別人口と人口比率の推移（各年12月31日現在）
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資料：住民基本台帳

　　 市民サービス課

※平成24年7月に住基法が改正され
　住基人口は日本人住民＋外国人住民の
　数となりました。
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産業別事業所数及び従業者数の推移（民営のみ）

産業別事業所数及び従業者数の構成比（民営のみ）
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資料：事業所・企業統計調査

　　  経済センサス－基礎調査

　　  経済センサス－活動調査

資料：平成28年経済センサス－活動調査
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事業所数 従業者数

卸売・小売業

23.3％

製造業

23.5％

建設業

12.8％

教育・学習支援 3.8％

医療・福祉 5.6％

宿泊・飲食サービス業

8％

不動産・物品賃貸業 2.7％

サービス業

15.5％

運輸業 2.3％

宿泊・飲食サービス業

5.3％

電機・ガス・熱供給・水道業 0.1％ 電機・ガス・熱供給・水道業 0.1％

情報通信業 0.7％

金融・保険業 0.8％

農林漁業 0.9％

従業者数

21,678人

製造業
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卸売・小売業

15.9％

サービス業 3.0％

建設業
5.4％

情報通信業 1.1％
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生活関連サービス業・
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教育・学習支援
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金融・保険業 0.8％

不動産・物品賃貸業 0.7％

農林漁業 0.6％

2,350

22,095

2,140

平成26年 平成28年平成18年 平成21年 平成24年

21,618 21,678

2,302

21,018

2,178

事業所数

2,084件

医療・福祉
8.3％

2,084



製造業の推移
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資料：工業統計調査

　　  経済センサス－活動調査 
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令和4年度一般会計当初予算

一般会計決算の推移
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資料：会計課、財政課
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市税
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地方交付税
（43.5億円）

国庫支出金
（30.9億円） 

市債
（28.0億円）

繰入金
（18.3億円）

県支出金
（11.8億円）

分担金及び負担金（2.7億円）

地方特例交付金・

法人事業税交付金など
（3.4億円）

財産収入・諸収入・

繰越金など
（4.8億円）

使用料及び手数料（3.0億円）

地方譲与税（2.1億円）

民生費
（81.6億円）

教育費
（28.8億円）

衛生費
（23.4億円）

総務費
（22.7億円）

公債費
（38.3億円）

消防費（14.6億円）

農林水産業費（5.1億円）

議会費（1.9億円）

土木費
（22.4億円）

その他（1.3億円）

商工費（5.1億円）

歳出

245.2億円

平成28年度

239
231

238
231

平成29年度

232
224

平成30年度

236
229

令和元年度

296
288

令和2年度

255
246

令和3年度

歳入

245.2億円

地方消費税交付金
（12.2億円）


